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研究成果の概要（和文）：イネ科牧草に共生する糸状菌であるEpichloe属エンドファイトは、植物を病害虫から
守る様々な生理活性物質を生産する。例えば、害虫に対して忌避作用を示す物質としてペラミン、ロリンなどが
あり、これらを生産するエンドファイト菌株が、牧草の害虫防除に広く用いられている。一方で、多くのエンド
ファイトは家畜毒性を示す物質を生産するため、利用できる菌株は毒性物質を生産しない菌株に限られている。
そこで本研究では、古くから様々な糸状菌で見いだされるものの、自然界においての重要性が明らかではなかっ
た疑似有性生殖を用いて、複数のエンドファイトから、多機能な新規エンドファイト菌株を育種するための方法
の確立を行う。

研究成果の概要（英文）：Epichloe endophytes systemically colonize the intercellular spaces of 
grasses to establish a symbiotic association. Colonization by epichloae endophytes confers various 
benefits on host plant growth and fitness to environmental conditions through the enhancement of 
plant resistance to a range of biotic and abiotic stresses, including drought, disease and 
herbivores. In this study, Epichloe isolates are used to investigate the role of parasexal 
recombination for the emergence of new isolates and evolution of endophytes. We successfully 
produced hybrid isolates which have variety of characteristics inherited from parents isolates (same
 or different Epichloe species). We developed the method to produced artificial hybrid strains via 
parasexal recombination with no transformation markers using a toxic gene as negative marker gene.

研究分野： 植物病理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
Epichloeエンドファイトを農業においてより有効に活用するために、耐虫性、耐病性活性が強く、かつ家畜への
毒性物質を産生しない多機能な菌株が求められている。本研究では、細胞融合を介した擬似有性生殖によって、
異なる系統あるいは種のエンドファイト親株から新たなエンドファイト菌株が出現することを明らかとした。ま
た、人工的な擬似有性生殖によって多機能なエンドファイト菌株を作成できる方法を確立した。本研究の成果
は、農業現場で活用できる有用形質を併せ持つエンドファイト菌株の作出に大きく貢献できると考えられる。
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